
５

（
略
）

５

（
略
）

６

松
山
空
港
事
務
所
、
長
崎
空
港
事
務
所
及
び
大
分
空
港
事
務
所
の
航
空
管
制
運
航
情
報
官
は
、
第
三
項
及
び

第
四
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
関
西
空
港
事
務
所
の
航
空
管
制
運
航
情
報
官
は
、
第
三
項
に
規
定
す
る
も

の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

６

松
山
空
港
事
務
所
、
長
崎
空
港
事
務
所
、
大
分
空
港
事
務
所
及
び
宮
崎
空
港
事
務
所
の
航
空
管
制
運
航
情
報

官
は
、
第
三
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
関
西
空
港
事
務
所
の
航
空
管
制
運
航
情
報
官
は
、
第

三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

７
〜
10

（
略
）

７
〜
10

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

自
衛
官
等
に
対
す
る
療
養
の
給
付
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

自
衛
官
等
に
対
す
る
療
養
の
給
付
等
に
関
す
る
省
令
（
令
和
六
年
防
衛
省
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍

線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す

る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
高
額
療
養
費
）

（
高
額
療
養
費
）

第
十
六
条

﹇
略
﹈

第
十
六
条

﹇
同
上
﹈

２
・
３

﹇
略
﹈

２
・
３

﹇
同
上
﹈

４

令
第
十
七
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
（
次
項
に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、

第
十
八
条
第
一
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
認
定
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
令
第
十
七
条
の
六
の
二
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
認
定
を
受
け
て
い

る
も
の
と
み
な
す
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

５

認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
自
衛
官
等
が
令
第
十
七
条
の
六
の
二
第
一
項
第
五
号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
三

項
で
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
の
実
施
機
関
を
経
由
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
実
施
機
関
の
長
に
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
る
。

４

令
第
十
七
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
（
次
項
か
ら
第
十
項
ま
で
に
お
い
て
単
に「
認
定
」と
い
う
。）

を
受
け
よ
う
と
す
る
自
衛
官
等
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
防
衛
省
令
で
定
め
る
医

療
に
関
す
る
給
付
の
実
施
機
関
（
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
に
お
い
て
「
給
付
実
施
機
関
」
と
い
う
。）を
経
由

し
て
、
実
施
機
関
の
長
に
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

﹇
略
﹈

一
・
二

﹇
同
上
﹈

三

当
該
自
衛
官
等
の
入
院
期
間

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

四

当
該
自
衛
官
等
が
令
第
十
七
条
の
六
の
二
第
一
項
第
五
号
に
該
当
し
て
い
る
旨

三

当
該
自
衛
官
等
が
受
け
る
べ
き
令
第
十
七
条
の
六
第
三
項
に
規
定
す
る
防
衛
省
令
で
定
め
る
医
療
に
関
す

る
給
付
の
名
称

６

自
衛
官
等
は
、
前
項
の
申
出
の
際
、
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
す
る
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

５

前
項
の
申
出
に
つ
い
て
は
、
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
自
衛
官
等
が
令
第
十
七
条
の
六
の
二
第
一
項
第
五
号

に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
証
す
る
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

第
五
項
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
第
十
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

﹇
項
を
削
る
。﹈

６

実
施
機
関
の
長
は
、
第
四
項
の
申
出
に
基
づ
き
認
定
を
行
っ
た
と
き
は
、
給
付
実
施
機
関
を
経
由
し
て
、
認

定
を
受
け
た
自
衛
官
等
に
対
し
当
該
自
衛
官
等
が
該
当
す
る
令
第
十
七
条
の
六
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者

の
区
分
（
第
八
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
「
所
得
区
分
」
と
い
う
。）を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
防
衛
省
令
第
三
号

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）
第
十
七
条
の
六
第
三
項
及
び
第
十
七
条
の
六
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
衛
官
等
に
対
す
る
療
養
の
給
付
等
に
関
す

る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
二
月
二
十
七
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎


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